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３ 要旨

 20年程度施業が放置された落葉広葉樹林において、胸高断面積合計で 100％、70％、50％及び30％

に伐採した区と対照（無施業）区の計５区を、平衡斜面、凸型及び凹型斜面にそれぞれ設定し、土砂受け

箱による落葉落枝・石礫及び土砂等を３月、６月、９月及び12月の３ヶ月毎に回収したほか、林床被覆度

調査による落葉落枝及び植生等の被覆率を毎月調査し、山地災害防止機能を維持向上させるための伐

採率を検討した。 

 調査区では、落葉落枝及び土砂等の総量は、３月、６月及び12月回収時に多く、種類では落葉落枝量

が多かった。土砂の量は、降水量に比例し９月回収時に多かったが、70％伐採区の平衡斜面及び凸型

斜面では、特に一年を通し多い傾向となり、今回の調査では100％伐採区からの土砂流出量が必ずしも

他の伐採区より多い結果とはならなかった。 

 林床被覆度調査は、伐採直後は落葉落枝による被覆が多くを占めたが、時間の経過とともに、伐採率

にほぼ比例して植生率が高まる傾向を示した。
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